
　
首
都
圏
の
私
立
大
学
へ
の
進
学
者
が
多
い
千
葉

県
・
私
立
日
出
学
園
中
学
校
・
高
校
は
、
推
薦
型

選
抜
志
望
者
を
教
師
が
１
対
１
で
支
援
す
る
メ
ン

タ
ー
制
度
を
、
２
年
次
の
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
に
同
制
度
を
設
け
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
推
薦
型
選
抜
の
指
導
は
、
生
徒
か
ら
受
験
の
相
談

を
受
け
て
か
ら
始
め
て
い
た
た
め
、
多
く
の
場
合
、

３
年
次
に
慌
て
て
着
手
す
る
状
況
だ
っ
た
。し
か
も
、

推
薦
型
選
抜
志
望
者
の
進
路
意
識
に
課
題
が
あ
っ
た

と
、
高
校
２
学
年
主
任
の
坂
井
郁い

く

子こ

先
生
は
語
る
。

　「
特
に
指
定
校
制
の
推
薦
型
選
抜
で
は
、
早
く
進

路
を
決
め
た
い
だ
け
の
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
て
、

志
望
す
る
学
部
・
学
科
で
学
び
た
い
理
由
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
進
学
す
る
生
徒
も
い

ま
し
た
。
大
学
進
学
の
動
機
を
内
発
的
な
も
の
に
変

え
る
に
は
、
生
徒
が
進
路
に
向
き
合
う
時
間
が
必
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
推
薦
型
選
抜
の
指

導
を
次
の
よ
う
に
改
め
た
（
図
）。
２
年
次
の
９
月
、

こ
れ
ま
で
の
推
薦
型
選
抜
の
合
格
体
験
談
を
踏
ま
え

つ
つ
、
教
師
が
推
薦
型
選
抜
の
仕
組
み
を
解
説
す
る

説
明
会
を
実
施
。
推
薦
型
選
抜
志
望
者
は
、
10
月
ま

で
に
、
志
望
校
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
志
望
理
由
を

ま
と
め
て
進
路
指
導
部
に
提
出
す
る
。
進
路
指
導
部

は
、
生
徒
の
志
望
学
部
に
応
じ
て
、
ま
た
、
人
数
が

偏
ら
な
い
よ
う
に
、
各
教
科
に
生
徒
を
割
り
振
る
。

そ
し
て
、
各
教
科
内
で
、
指
導
を
担
当
す
る
教
師
を

決
め
、
入
試
本
番
に
向
け
て
、
志
望
理
由
書
の
作
成

や
模
擬
面
接
な
ど
の
指
導
を
１
対
１
で
行
う
。

　
説
明
会
に
は
、
１
学
年
の
う
ち
約
８
割
が
参
加
す

る
が
、
そ
の
後
、
書
類
を
提
出
す
る
の
は
20
〜
40
人

だ
と
言
う
。
説
明
会
は
、
推
薦
型
選
抜
対
策
に
本
気

で
取
り
組
む
覚
悟
が
あ
る
か
を
問
い
か
け
る
場
だ

と
、進
路
指
導
部
部
長
の
竹
村
和か

ず
あ
き晃
先
生
は
話
す
。

　「
１
年
次
か
ら
推
薦
型
選
抜
の
仕
組
み
や
求
め
ら

れ
る
力
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
の
推

薦
型
選
抜
対
策
に
対
し
て
楽
観
的
な
生
徒
や
保
護
者

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
会
で
は
、
推
薦
型
選

抜
対
策
と
並
行
し
て
一
般
選
抜
に
向
け
た
学
習
に
も

取
り
組
む
重
要
性
を
、
総
合
型
選
抜
に
不
合
格
だ
っ

た
卒
業
生
の
実
例
を
交
え
て
伝
え
て
い
ま
す
」

　
１
対
１
の
指
導
で
は
、
生
徒
と
の
丁
寧
な
対
話
を

大
切
に
し
て
い
る
と
、
竹
村
先
生
は
語
る
。

　「
対
策
の
開
始
時
点
で
は
、生
徒
の
志
望
理
由
は『
○ 

○
大
学
に
興
味
が
あ
る
』と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、教
師
が『
な
ぜ
』

と
繰
り
返
し
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
興
味
を

持
っ
た
理
由
を
掘
り
下
げ
て
、『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

に
つ
な
が
る
自
分
の
思
い
に
気
づ
け
る
よ
う
に
し
て

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、
これからの大学入試で希望進路を実現するた
めに必要とされることを検証し、そうした力を
生徒に育む教師の指導や支援の
あり方・方法を、実践事例を通じ
てお伝えした 高校版
2021年８月号・特集はこちら

▲

支
援
開
始
を
早
期
化
。１
対
１
で
「
な
ぜ
」と

繰
り
返
し
問
い
、
希
望
進
路
を
明
確
化

千
葉
県
・
私
立
日ひ

の

で出
学
園
中
学
校
・
高
校

「マイ・ストーリー」とは、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、
その成果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す。
総合型選抜や学校推薦型選抜（以下、推薦型選抜）を始めとするこれからの大学入試に向けて、
「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力を生徒に育む実践事例を紹介する。

２
年
次
の
９
月
に
説
明
会
を
開
き
、

推
薦
型
選
抜
受
験
の
覚
悟
を
問
う

を語れる生徒を育む進路指導

•
推
薦
型
選
抜
を
志
望
す
る
生
徒
に
、
早
め
に
対
策
に
取
り
組
む
覚
悟
を

持
た
せ
る

•

足
り
な
い
も
の
を
補
っ
た
り
、
軌
道
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
突
き
詰
め
て
考
え
さ
せ
る

２年次
の課題

「
自
分
に
足
り
な
い
も
の
」
を
考
え
さ
せ
、

生
徒
の
自
発
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る

推
薦
型
選
抜
の
準
備

２
年
次

 高校版  2023 February 48

0-01-J-22910-001 2022 年度 VIEW next 高校版 2 月号 48 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

01/24
引寺

色
校

02/02
井上

念
校

02/06
八木 − −/−

− − −/−
−

P48-49_view-next-koukou-2g.indd   48P48-49_view-next-koukou-2g.indd   48 2023/02/06   10:502023/02/06   10:50



い
ま
す
。
そ
う
し
た
働
き
か
け
は
、
１
対
１
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
時
間
も
必
要
で
す
」

　
支
援
の
進
め
方
は
、
各
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し

て
い
る
（
図
）。
高
校
３
学
年
主
任
の
能の

う

見み

太
一
郎

先
生
は
、
担
当
し
た
生
徒
に
は
最
初
に
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
と
将
来
の
希
望
、
志
望
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
書
か
せ
、
そ
れ
が
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
に
な
っ
て
い
る
か
を
問
い
か
け
る
。

　「
多
く
の
生
徒
は
、志
望
校
へ
の
熱
意
を
説
得
力
の

あ
る
具
体
例
と
と
も
に
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
時
点
で
の
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
振
り
返
り
、

何
が
足
り
ず
、
そ
れ
を
ど
う
埋
め
れ
ば
よ
い
か
を
、

生
徒
と
一
緒
に
探
る
こ
と
か
ら
対
策
を
始
め
ま
す
」

　
２
年
次
10
月
か
ら
メ
ン
タ
ー
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
で
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
足
り
な
い
も
の
を

補
う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
志
望
大

学
・
学
部
に
違
和
感
を
持
ち
、
志
望
を
変
更
し
た
と

し
て
も
、
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え 

ば
、
臨
床
検
査
技
師
の
資
格
取
得
が
可
能
な
生
物
学

系
学
科
の
指
定
校
制
の
学
校
推
薦
型
選
抜
を
志
望
し

て
い
た
生
徒
は
、
最
終
的
に
、
臨
床
検
査
技
術
の
専

攻
が
あ
る
大
学
の
学
校
推
薦
型
選
抜
を
受
験
し
た
。

指
導
を
担
当
し
た
高
校
１
学
年
副
担
任
の
皆
川
真
由

子
先
生
は
、生
徒
の
意
識
の
変
化
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
そ
の
生
徒
は
、
資
格
が
取
れ
れ
ば
ど
の
大
学
で

も
同
じ
と
考
え
て
い
た
の
で
、『
な
ぜ
、
資
格
を
取
り

た
い
の
か
』『
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
』
と
、
将

来
の
展
望
の
視
点
か
ら
何
度
も
問
い
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
、
大
学
・
学
部
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
よ

う
に
な
り
、
専
門
的
な
学
科
の
方
が
授
業
や
実
習
で

よ
り
実
践
的
に
学
べ
る
か
ら
と
、
志
望
校
を
変
更
し

ま
し
た
。選
抜
方
式
が
変
わ
り
、勉
強
が
大
変
に
な
っ

て
も
、
生
徒
は
頑
張
り
、
無
事
に
合
格
し
ま
し
た
」

　
推
薦
型
選
抜
の
支
援
体
制
が
整
い
、
各
教
師
に
支

援
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
全
校
で
そ
れ
ら
の
共
有
を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

ウェブオリジナル記事では、教師
が生徒と対話を進める方法や、メ
ンター制度に関する課
題と展望などを紹介！

学校概要

◎設立　 1950 （昭和 25）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 160 人
◎2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公
立大は、埼玉大、千葉大、東京外国語大、東
京海洋大、東京学芸大、愛媛大、長崎大、石
川県立大に 13 人が合格。私立大は、青山学
院大、慶應義塾大、上智大、中央大、東京理
科大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ
530 人が合格。

メンター制度による指導を行うまでの準備と、指導の具体例

左から／竹村和
かずあき

晃（進路指導部部長）、皆
川真由子（高校１学年副担任）、坂井郁

いく

子
こ

（高校２学年主任）、能
のう

見
み

太一郎（高校３
学年主任）

• 在校生の保護者による職業講演会を実施。
• 保護者会で推薦型選抜を中心に大学入試制度について説明。
• 各大学のオープンキャンパスでの模擬講義や、オンラインの模擬講義を受講し、感想を提出。
• 志望校の検討に向けて、大学・学部・学科を比較研究。

推薦型選抜の説明会を実施。卒業生の推薦型選抜の体験を伝え、推薦型選抜の仕組みや推薦指
導の進め方を説明。

推薦型選抜志望者は、志望校の３つのポリシー、志望理由をまとめて進路指導部に提出。

提出書類で生徒の進路意識や志望学部を把握し、その内容に応じて、担当教科を割り振る。教科
内で担当教師を決め、順次、「マイ・ストーリー」を語れるようになるための支援を開始。

高校１年次

高校２年次９月

高校２年次１０月

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

坂井先生　志望の学部系統に関連する
新聞記事の要約と意見文を週１回程度、
提出させる。並行して、志望校の書式で

志望理由書の作成を始め、３年次１学期末までに
いったん仕上げる。該当年度の募集要項が出たら、
実際の書式に合わせて調整し、志望理由書を完成
させ、その内容を基に、面接や小論文の対策を行う。

能見先生　まず、志望理由書を書かせ（活
動履歴、将来の希望、志望校のアドミション・
ポリシーの箇条書きでも可）、志望学部に関

する知識不足、熱意を伝える材料不足など、「マイ・ス
トーリー」の中で補う部分を浮き彫りにして、生徒に
助言。書く材料がそろってきたら、志望理由書の作成
を本格的に始め、その内容を基に面接対策を行う。

指
導
例

Future
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め
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管
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担
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進
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担
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学
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